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教科等研究会（小学校図画工作部会） 
令和５年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

つなぐ・つながる造形教育 

～自信をもって、意欲的に表現活動に取り組む児童生徒の育成～ 

～児童生徒が安心して制作できる題材と授業展開の工夫～ 

２ 研究経過 
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３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

① テーマについて 

     本年度の上益城郡教科等研究会全体テーマ「児童生徒一人ひとりが輝く『分かる・できる』

『楽しい』授業づくり」を受け、昨年度に引き続き、図画工作科の特性を生かしてより具体化し

た研究を進めていくことにした。図画工作科の目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的

な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を育成するこ

と」を目指している。しかし、図画工作科の授業において、「不器用だ」「不得意だ」と苦手意

識をもって過ごす子どももいる。そのような子どもたちも全員が参加でき、理解し、習得し、活

動していくことができるようにすることが求められる。そのため、授業の UD 化の視点をもち、

「焦点化」「視覚化」「共有化」を図り、「自信をもって、意欲的に表現活動に取り組む児童の

育成」「児童が安心して制作できる題材と授業展開の工夫」を研究していくこととした。 

     研究の視点として、以下の３点を挙げ、研究に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 実技研修 

     実技研修会では、指導者として図工指導の幅を広げるために、日本画体

験を行った。講師として嘉島町在住の日本画教室も開かれている日本画作

家の大塚浩平さんを講師として招き研修

会を行った。小中学校の授業でも取り入

れられる技法について、講師に細やかに

説明をしていただき、各々のモチーフを

使って実践していった。 

胡粉の重ね具合で陰影を表現し、その

上から更に色を重ねていく日本画の制作

工程に会員も楽しみながら学んでいった。 

（１）児童生徒が自信をもって制作に取り組める題材の工夫 

ア 児童生徒の発想・構想が生かされる題材の工夫 

イ 失敗を恐れず制作に取り組める題材の工夫 

ウ 児童生徒の実態に応じた教材の設定の工夫 

（２）児童生徒が自信をもって制作に取り組める授業展開の工夫 

ア 分かりやすい授業展開の工夫 

イ 児童生徒が見通しをもつことができる授業展開の工夫                

（３）自分の思いを表現できる、自由に言える人的環境や学習空間づくり 

日本画作家 

大塚浩平さん 
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  ③ 授業研究 

     本部会では、小学校・中学校合同で２回の研究授業を行った。 

    【小学校での研究授業】 

      津森小学校 上土井 恭子 教諭  第３学年 「さわって わくわく」表現 

    【中学校での研究授業】 

      益城中学校 嘉古田 剣吾 教諭  第２学年 「野老紋の秘密を解き明かそう」鑑賞 

 

 (2) 成果と課題 

○ 実技研修では講師を招き、なかなか触れる機会のない日本画について制作を体験できた。図工

指導の視点の幅を広げるきっかけをつくることができた。 

〇 授業研究会では、教材との出会わせ方、目的意識のもたせ方など、児童にとって分かりやすく、

ワクワクする取り組みをすることが、すべての児童の学ぶ意欲につながることが分かった。 

○ 付箋や ICT の効果的な活用で、視覚化され児童の理解の手立ての一つとなった。また、ロイロ

ノートの活用で、自分や友達の考えを知ることができ、そのよさを全員で共有することができた。 

△ 研究授業では、触覚（形）のイメージをもとに視覚的な絵に表すという難しさがあった。「触覚」

と「視覚」のズレを指導者がどう理解し、どのように児童に指導するのかをより深く研究する必要

があった。 

 

４ 実践事例 

 (1) 実践報告の概要 

   【小学校での研究授業】 津森小学校 上土井恭子 教諭 第３年１組 

    図画工作科 「さわって わくわく」 

     本題材は、身のまわりの材料の触り心地の面白さや違い

を楽しみながら描く活動を通して、楽しく活動し、友達と

関わり、協力する力を培いながら絵に表す題材である。本

題材では触って感じる楽しさから子どもたちが積極的に材

料と関わり、自分の感覚で感じ取ろうとする姿を引き出す

ことをねらいとする。 

     本時では、導入で材料の「触り心地」に焦点化するため

にブラックボックスを作り、触覚のみで材料の感触を楽し

める工夫を行った。児童は楽しみながら何度も友達と触り

心地を確かめ合い、その感触を表現する言葉を見つけていっ

た。 

     展開では、様々な材料の触り心地

を生かしてどんな絵ができそうか

を考えさせた。すべての児童が分か

りやすいように色分けした付箋を

活用し、考えをボードに張り付けて

いった。それぞれの材料に似合う絵

のイメージを視覚化することで、学

級全体で共有することができた。共

有の中で、違う材料でも同じ題材（モチーフ）を表現することができるという友達同士の意見の

交流から、イメージを広げた児童もたくさんいた。 

     自分の作品作りの構想の活動では、どの材料を用いて何を制作するか考える際にタブレット

を活用した。児童が作品に使いたい

材料を自分で撮影し、その材料で表

現したいものを記入後、担任へ転送

し（ロイロノート）、電子黒板を見

ながら、全員で確認ができるよう工

夫をしていった。このような多くの

工夫を取り入れ「どの子も楽しく」

参加できる授業を展開していった。 

ブラックボックスに手を入れ、

触り心地を楽しむ児童 

材料に合う絵を想像し、考えを書いた付箋をボードに貼る児童 

タブレットを活用し、作品の構想を電子黒板で交流 
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 (2) 学習構想案 （一部抜粋） 
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